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  明けましておめでとうございます。 
  

 昨年は、豪雪で難儀をしましたね。果樹農家は、懸命に再生

作業に取り組みました。中には廃園なさった方もいました。お

気持をお察しいたします。豪雪と天候不順は、米の収穫にも影

響を与えました。農家にとっては、厳しい一年でした。 
 

  東日本大震災・原発事故で、お身内が被災した方々に、改

めてお見舞申し上げます。物資の提供や募金、現地支援、自

分の町に避難してきた方々へのご支援など、我がふるさとの

皆様は、後々の語り草になるような、温かい助力を惜しみませ

んでした。誇りに思います。 
 

  国会では、秋田県を含んでの震災復興、将来のこどもたち

に不安を残さないための原発事故収束、もっと利用しやすく

するための郵政改革、安定的な農業政策の確立などに
取り組みました。まだまだ道半ばであります。失望を与えてい

る点が多々ある事 を心苦しく思いつつも、みなさまのご支援に

心より感謝申し上げます。 
 

 年金や医療、雇用問題。課題は山積しており、政治には停滞

が許されません。本年 も、まっすぐに走り続けて参ります。 

 今年が皆様にとって良い年でありますよう、お祈りいたします。 

 

衆議院議員 京野きみこ 

 

京野きみこ…農林水産委員会理事/法務委員会委員/郵政改革特別委員会委員/民主

党幹事長補佐 



1005号室 

日時： 2月5日(日) 午後2時 
会場  ： 湯沢ロイヤルホテル 

ゲスト： 鈴木宣弘氏（東京大教授） 

入場無料！ 

詳しくは湯沢事務所まで！！ 

主催： TPPを考える国民会議＆京野きみこ 

 「TPPってなに？どうして大騒ぎしているの？」 

 鈴木宣弘教授をお招きして、そんな疑問に分か

りやすくお答えします！これですっきり！ 

 低迷の続く日本経済の起爆剤として期待されるTPP（環太平洋戦略的経済連携協定）。 

アメリカを中心とするTPPに加盟すれば、国内景気は回復し、雇用も改善され、そのうえ食料

品などの生活必需品も安くなる・・・。そんな、夢のような話がささやかれています。 
 

でも、それって、本当でしょうか? 
 

 TPPには、私たちの暮らしを大きく変えてしまう可能性があります。もちろん、良い影響もあるで

しょう。円高に苦しむ輸出産業には、一筋の光明になるかもしれません。けれども、私たちの日々

の暮らしは？ 

 TPPは、これまで国が責任を持って保証してきた福祉

や医療、保険などの分野に、競争を要求しています。

そうなれば、郵政民営化に見られるように、経済合理

性にかなわないという理由から、必要なサービスまで

カットされるかもしれません。住む場所や、お金のある

なしで、受けられるサービスが大きく違う。私たちを待

つのは、そんな未来かも知れません。 
 

 経済の発展はとても大事です。けれども、それは、

私たちの暮らしのためのはず。暮らしそのものを破壊

するTPPに、参加するわけにはいきません。 
 

 「TPP参加、断固阻止」。私、京野きみこは、この旗を

掲げて、今年を全力で戦い抜きます。 
 

生活が第一。それが、私の信念です。 
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